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●表紙写真
下市之瀬地区の鋳物師屋遺跡（いもじやい
せき）から出土した土器で、高さ54ｃｍと
大型で、表面には愛くるしい表情の土偶が
貼り付いています。もともと縁近くに穴が
巡る土器は出土数が少なく、さらにこのよ
うな文様が描かれているものは唯一無二と
言えます。これまでに大英博物館を含め海
外の５か国で展示されたこともある縄文文
化の代表格と言えます。中学歴史の教科書
の表紙も飾っています。
（ふるさと文化伝承館所蔵）

　鋳物師屋遺跡出土  人体文様付有孔鍔付土器「ぴ～す」（国重要文化財）
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代
表
・
一
般
質
問

  ※

７
〜
14 
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　

今
定
例
会
で
は
、
３
月
７
、
８
日
に
12
名
の

議
員
が
代
表
・
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
第
１
回
定
例
会
が
２
月
24
日
か
ら
３
月

22
日
ま
で
の
27
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

金
丸
市
長
か
ら
、
専
決
処
分
案
１
件
、
条
例
案
９

件
、
予
算
案
22
件
、
ほ
か
３
件
、
合
わ
せ
て
35
案
件

の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。　
　
　
　

４
ペ
ー
ジ
参
照

　

予
算
案
に
つ
い
て
は
令
和
４
年
度
補
正
予
算
案
が

６
件
、
令
和
５
年
度
当
初
予
算
案
は
、
一
般
会
計
の

ほ
か
、
13
件
の
特
別
会
計
と
２
件
の
企
業
会
計
、
あ

わ
せ
て
16
件
で
、
一
般
会
計
の
当
初
予
算
の
総
額
は
、

３
２
０
億
８
１
３
４
万
３
千
円
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
、
３
ペ
ー
ジ
下
参
照

　

な
お
、
４
月
に
市
長
選
挙
を
控
え
て
い
た
こ
と
か

ら
、
令
和
５
年
度
当
初
予
算
案
に
つ
い
て
は
、
新
規

事
業
を
抑
え
た
骨
格
予
算
と
な
っ
て
お
り
、
政
策
判

断
が
必
要
な
事
業
は
、
６
月
の
補
正
予
算
で
対
応
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
当
初
予
算

一
般
会
計
３
２
０
億
円
を
可
決

 
政
策
的
な
予
算
は
６
月
補
正
で

第１回定例会（３月議会）の概要 ２月24日～３月22日開催

※予算額については、１万円未満を切り捨てて表示しています。

うるおいと活力のある快適なまちの形成

●南アルプスＩＣ新産業拠点

　　整備事業 （拠点周辺市道等整備）

3億7067万円

　　　　  周辺市道を整備
　
   ・南アルプスIC新産業拠点周辺の市道を整備する。

●若者世帯定住支援奨励金事業

   ※市内に新たに家を新築・購入する

　    若者世帯に対して奨励金を交付する事業

5810万円

注目　　　　  年齢要件を見直し
　
   ・年齢要件「夫婦合計で70歳以下」を「夫婦共に39歳 
　  以下」に変更する。

心豊かな人と文化をはぐくむまちの形成

   ・市立小中学校の給食費を無償化する。
   ・必要となる財源（年間おおむね３億円）については、企業誘致による税収増、 
      歳出の見直しなどにより確保する。

給食費を無償化

●部活動指導員任用事業 228万円

　　　　 中学校部活動の地域移行を
　　　　 見据える
　   ・中学校の部活動指導体制の地域移行を見据え、
      外部指導者を雇用し、部活動指導教員の支援を行う。

●南アルプスブランド戦略事業

　   ・本市の農産物の高付加価値化、競争力の強化を図るた 
　  めのプロモーションの実施など。

1072万円

●市単独土地改良事業

　   ・農道や農業用排水路などの維持や修繕を行う。

5947万円

●道水路の維持管理事業

　   ・安全で快適な道路環境を維持する。

●都市計画道路見直し事業

　   ・都市計画道路24路線の計画見直しを行う。

1353万円

１ 億 3539万円

●国指定史跡 「御勅使川旧堤防」

　 整備事業
　   ・史跡の内、枡形堤防の整備工事を実施する。

●重要文化財安藤家住宅

   トイレ整備事業
　   ・安藤家住宅の駐車場に来館者用のトイレを新設する。

2779万円

6405万円

注目

注目

注目
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●令和５年度当初予算  政策体系別  主な事業
安全でみどり豊かな人がつながるまちの形成

●消防団ポンプ車等購入事業

　　　　 消防団の消防ポンプ車
　　　 　３台を更新
　   ・白根分団第８部、第９部、若草分団第２部の消防ポ
　  ンプ車を更新する。

未来をひらく経営型行政運営の形成

   ・ふるさと納税による寄附金を寄附者の意向に沿って活用することをより明確に
　  するため、「ふるさと応援基金」を設置し、寄附金の一部を積み立てる。

「ふるさと応援基金」を新たに設置

●無線・ 通信指令施設維持管理

　 事業

　   ・消防本部で緊急通報を受けるシステムを更新する。

4269万円

●消防本部特殊車両整備事業

　   ・八田消防署の水槽車を更新する。

5510万円

6383万円

ともに生き支えあうまちの形成

●健診 （検診） 事業

                 「脳ドック」を導入
　   ・対象者は、受診年度末３月31日現在75歳以上の方
     （社会保険本人を除く）。
   ・基本健診分は5000 円、それ以外の健診分は19000円
　  を上限に助成する。

●新型コロナウイルス感染症

　 対策事業
　   ・円滑なワクチン接種体制を整えるための経費。

●子ども医療費助成事業

　   ・18歳までの子どもの医療費を無償化し、子育て世帯  
　  を経済的にサポートする。

１ 億 5191万円

3億4501万円

２億 4203万円

   ・保育所等で使用したおむつを園内で処分する。

                使用済みおむつを園内で処分

●保育所等おむつ園内処分事業 921万円

注目

注目

注目

注目
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令和５年第１回定例会　審議した議案とその結果

結
　

果

藤
田
亜
由
未

保
坂
　

健

飯
野
多
惠
子

三
枝
　

守
和

松
野
　

昇
平

戸
栗
　

淳

三
木
　

充

有
野
　

一
成

櫻
田
　

力

花
輪
　

幸
長

村
松
三
千
雄

野
中
　

國
幹

北
村
千
代
子

矢
﨑
　

俊
秀

小
池
　

伸
吾

斉
藤
　

諭

清
水
　

重
仁

齊
藤
　

博
明

河
野
木
綿
子

小
林
　

敏
徳

承認 1 消防団消防ポンプ自動車による交通事故に係る民事訴訟の専決処分 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 1 ふるさと応援基金条例の制定 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 2 地域公共交通会議条例の制定 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 3 消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 4 国民健康保険条例の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 5
子ども・子育て会議条例及び特定教育・保育施設及び特定地域型保
育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 6

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例及び放
課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の
一部改正

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 7 市道の構造基準等を定める条例の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 8 公営企業の設置等に関する条例の一部改正等 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 9 水道給水条例の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 10 一般会計補正予算（第８号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 11 国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 12 後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 13 介護保険特別会計補正予算（第３号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 14 芦安農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 15 土地取得造成事業特別会計補正予算（第３号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 16 一般会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 17 国民健康保険特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 18 後期高齢者医療特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 19 介護保険特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 20 居宅介護予防支援事業特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 21 芦安農業集落排水事業特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 22 温泉給湯事業特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 23 山梨県北岳山荘管理事業特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 24 芦安恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 25 中尾山外一字恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 26 高尾山外一字恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 27 城山外一字恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 28 雨鳴山恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 29 土地取得造成事業特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 30 水道事業会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 31 下水道事業会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 32 三郡衛生組合の共同処理する事務の変更及び規約の変更 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 33 市道路線の認定 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 34 財産の取得 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

南ア議 1 議会の個人情報の保護に関する条例の制定 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議員提出議案

その他

令和５年度予算

令和４年度補正予算

条例の一部改正

条例の制定

専決処分の承認

上程議案

飯野久議長は議事進行のため賛否表明はしません。

〇：賛成
×：反対
※：早退

賛否同数の場合のみ、議長採決として表明します。
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総
務
常
任
委
員
会

●
財
産
の
取
得

　
　
　
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
新
産
業
拠
点
整
備

　
　
　
事
業
用
地
を
取
得
す
る
と
い
う
議
案

で
あ
る
が
、
土
地
の
取
得
単
価
は
ど
の
よ
う

に
設
定
し
た
の
か
。

　
　
　
土
地
の
単
価
に
つ
い
て
は
、
新
山
梨

　
　
　
環
状
道
路
沿
い
の
農
地
、
そ
の
他
の

農
地
お
よ
び
雑
種
地
の
３
パ
タ
ー
ン
を
設
定
し

た
。
新
山
梨
環
状
道
路
沿
い
が
高
い
単
価
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
農
地
と
雑
種
地
で
は
、

雑
種
地
の
方
が
高
い
単
価
と
な
って
い
る
。

　
　
　
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
新
産
業
拠
点
整
備

　
　
　
室
が
所
管
す
る
、
こ
の
議
案
に
お
け

る
土
地
取
得
と
、
建
設
部
が
所
管
す
る
、
同

事
業
に
伴
う
市
道
用
地
取
得
で
は
、
土
地
の

取
得
単
価
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
い
る
の

か
。 QA

A

QA

３
月
議
会

 

各
常
任
委
員
会

委
員
長
報
告

　
常
任
委
員
会
の
質
疑
の
要
約
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
各
常
任
委
員
会
で
は
、

条
例
案
な
ど
予
算
以
外
の
案
件
に
つ
い

て
審
査
し
ま
し
た
。

Q

   

産
業
土
木
常
任
委
員
会

●
市
道
の
構
造
基
準
等
を
定
め
る

　
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
条
例
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
市
に
は

　
　
　
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
。

　
　
　
今
回
の
条
例
改
正
で
は
「
自
転
車
通

　
　
　
行
帯
」
等
を
新
た
に
規
定
し
て
い
る
。

「
自
転
車
通
行
帯
」
と
は
、
自
転
車
を
安
全

か
つ
円
滑
に
通
行
さ
せ
る
た
め
に
車
道
に
設
け

ら
れ
る
帯
状
の
部
分
で
あ
り
、「
自
転
車
道
」

よ
り
も
幅
員
を
狭
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
自
転
車
通
行
帯
」
の
規
定
が
で
き
る
こ
と
に

Q

AQA

 

審
査
結
果

　
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

QA

　
　
　
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

  

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　●
地
域
公
共
交
通
会
議
条
例
の
制
定

　
　
　
今
ま
で
も
公
共
交
通
に
関
す
る
会
議

　
　
　
が
あ
っ
た
と
思
う
が
、
今
回
設
置
さ

れ
る
会
議
の
位
置
づ
け
は
ど
の
よ
う
に
な
る

の
か
。

　
　
　
今
ま
で
は
市
の
規
約
に
よ
る
「
地
域

　
　
　
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
」
と
い
う

も
の
が
あ
っ
た
。
今
回
、
法
律
の
改
正
に
伴
い
、

市
の
条
例
に
基
づ
く
「
地
域
公
共
交
通
会
議
」

を
設
置
し
、
今
ま
で
の
「
地
域
公
共
交
通
活

性
化
協
議
会
」
は
廃
止
す
る
。
委
員
の
構
成

や
所
掌
事
務
に
つ
い
て
は
同
じ
に
な
る
。

　
　
　
会
議
の
内
容
等
に
つ
い
て
、
議
会
へ

　
　
　
の
報
告
は
あ
る
の
か
。

Q

A

　
　
　
こ
の
会
議
は
、
原
則
公
開
で
行
い
、
傍

　
　
　
聴
も
で
き
る
よ
う
な
体
制
で
あ
り
、

会
議
の
内
容
に
つ
い
て
は
順
次
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
公
開
す
る
。

●
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例
及
び

　
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

　
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す

　
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
特
定
教
育
保
育
施
設
と
特
定
地
域

　
　
　
型
保
育
事
業
に
つ
い
て
、
市
内
で
ど

う
い
っ
た
施
設
が
対
象
で
あ
る
の
か
。

　
　
　
特
定
教
育
保
育
施
設
は
、
保
育
所
や

　
　
　
認
定
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
が
該
当
し
、

特
定
地
域
型
保
育
事
業
は
、
小
規
模
保
育
事

業
な
ど
が
対
象
施
設
と
な
る
。

よ
り
、
用
地
確
保
の
観
点
か
ら
自
転
車
道
の

整
備
が
困
難
で
あ
っ
た
道
路
に
お
い
て
も
自
転

車
の
た
め
道
を
整
備
し
や
す
く
な
る
。

●
水
道
給
水
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
条
例
の
改
正
に
よ
り
、
何
の
手
続
き

　
　
　
が
、
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。

　
　
　
こ
れ
ま
で
は
他
人
の
土
地
を
通
って
水

　
　
　
道
を
引
く
場
合
、
そ
の
土
地
の
所
有

者
か
ら
同
意
書
を
得
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、

条
例
の
改
正
に
よ
り
、
同
意
書
が
な
く
て
も

「
あ
ら
か
じ
め
、設
備
設
置
等
の
目
的
、
場
所

及
び
方
法
を
土
地
の
所
有
者
等
に
通
知
し
た

旨
の
誓
約
書
」を
提
出
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に

な
っ
た
。

ＢＵＳ

STOP

  

質
疑
の
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す

自転車通行帯のイメージ



て
し
ま
う
。
予
算
が
な
く
な
っ
た
ら
補
正
予

算
で
対
応
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　
　
　
こ
の
事
業
は
人
気
が
あ
り
申
請
が
多

　
　
　
い
。
そ
の
た
め
、
昨
年
度
ま
で
は
60

件
だ
っ
た
申
請
の
枠
を
、
令
和
５
年
度
は
20

件
増
や
し
、
合
計
80
件
と
し
た
。

●
市
立
図
書
館
運
営
事
業

　
　
　

偉
人
マ
ン
ガ
を
製
作
し
活
用
す
る
と

　
　
　

の
こ
と
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
も

の
を
製
作
す
る
の
か
。

　
　
　
「
Ｂ
＆
Ｇ
ふ
る
さ
と
ゆ
か
り
の
偉
人
マ

　
　
　
ン
ガ
製
作
活
用
助
成
金
」を
活
用
し
、

ふ
る
さ
と
ゆ
か
り
の
偉
人
で
あ
る
内
藤
多
仲

（※

１
）
博
士
の
マ
ン
ガ
を
製
作
す
る
。

　
マ
ン
ガ
は
１
０
０
ペ
ー
ジ
程
度
で
、
紙
版
と

デ
ジ
タ
ル
版
を
作
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
公

開
し
、
教
育
へ
の
活
用
の
ほ
か
、
市
民
の
方

に
も
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

※

１ 

内
藤
多
仲  

１
８
８
６
〜
１
９
７
０
　

　
現
在
の
南
ア
ル
プ
ス
市
曲
輪
田
出
身
。
日
本
の
耐

震
建
築
に
発
展
を
も
た
ら
し
た
建
築
構
造
学
者
。
多

く
の
耐
震
建
築
を
手
が
け
、「
耐
震
構
造
の
父
」と
称

さ
れ
る
。
ま
た
、東
京
タ
ワ
ー
を
は
じ
め
、テ
レ
ビ
時

代
の
到
来
と
と
も
に
各
地
に
建
設

さ
れ
た
電
波
塔
の
多
く
を
手
掛
け

た
こ
と
か
ら
、「
塔
博
士
」と
も
称
さ
れ
る
。
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●
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
実
施
事
業

　
　
　

毎
年
、
１
５
０
０
人
の
市
民
の
方
を

　
　
　

無
作
為
抽
出
し
て
、
紙
媒
体
で
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
る
が
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
や
Ｇ
ｏ
ｏｇ
ｌ
ｅ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
す
る
予
定
は
あ
る
か
。

　
　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
ア
ン

　
　
　
ケ
ー
ト
は
ツ
ー
ル
と
し
て
効
率
的
で
あ

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
が
、
無
作
為
抽
出
を

行
う
と
い
う
点
に
お
い
て
限
度
が
あ
る
の
で
、

現
時
点
で
は
紙
媒
体
に
お
い
て
実
施
す
る
方

向
で
あ
る
。

●
秘
書
課
が
所
管
す
る
事
業

　
　
　

昨
年
は
「
ふ
る
さ
と
メ
ー
ル
配
信
事

　
　
　

業
」
が
あ
っ
た
が
、
今
年
の
予
算
に

は
計
上
さ
れ
て
い
な
い
。
廃
止
に
な
っ
た
の

か
。

　
　
　
令
和
４
年
度
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し

　
　
　
た
市
の
情
報
発
信
を
開
始
し
た
。
市

に
よ
る
情
報
の
発
信
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
切
り
替
え

る
た
め
、
ふ
る
さ
と
メ
ー
ル
配
信
事
業
は
廃

止
し
た
。

●
小
中
学
校
生
理
用
品
配
置
事
業

　
　
　

生
理
用
品
の
個
室
ト
イ
レ
へ
の
設
置

　
　
　

に
つ
い
て
は
、
小
中
学
校
以
外
の
公

共
施
設
に
も
設
置
す
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と

を
以
前
か
ら
伝
え
て
き
た
が
、
な
ん
ら
か
の

対
応
を
行
っ
た
の
か
。

  

質
疑
の
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す

 

令
和
５
年
度
一
般
会
計 

●
職
員
研
修
事
業

　
　
　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
研
修
等
に
つ
い
て

　
　
　

は
、
正
職
員
以
外
の
職
員
も
受
け
て

い
る
の
か
。

　
　
　
現
在
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
研
修
に
つ
い

　
　
　
て
は
、
正
職
員
の
み
を
対
象
と
し
て

い
る
。一方
で
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
ア
ン
ケ
ー
ト

に
つ
い
て
は
、
今
年
度
、
正
職
員
と
会
計
年

度
任
用
職
員
に
対
し
て
実
施
し
た
の
で
、
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
を
分
析
す
る
な
か
で
研
修
の

必
要
性
を
検
討
し
て
い
く
。

QA

A Q

 　

予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
議
長
を

除
く
全
議
員
で
、３
月
２
日
、10
日
、13
日
、

14
日
、
15
日
、
16
日
の
計
６
日
間
に
わ
た
っ

て
審
査
し
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
補
正
予
算
は
一
般
会
計
予

算
１
議
案
と
特
別
会
計
予
算
５
議
案
、
計

６
議
案
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
当
初
予
算
は
、
一
般
会
計

予
算
１
議
案
と
特
別
会
計
予
算
15
議
案
、

お
よ
び
、
予
算
が
関
係
す
る
条
例
案
３
議

案
、
計
19
議
案
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

A Q

A

Q

 

審
査
結
果

　

予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案

に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

A Q

 
予
算
特
別
委
員
会

レ
ポ
ー
ト

　
　
　
公
共
施
設
へ
の
生
理
用
品
の
設
置
に

　
　
　
つ
い
て
は
、
関
係
す
る
部
・
課
で
協
議

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

●
保
育
所
等
お
む
つ
園
内
処
分
事
業

　
　
　

保
育
所
で
は
、
お
む
つ
を
園
内
で
処

　
　
　

分
す
る
準
備
は
で
き
て
い
る
の
か
。

　
　
　
お
む
つ
は
感
染
症
防
止
、
臭
い
防
止

　
　
　
の
た
め
パ
ウ
チ
に
密
封
し
真
空
状
態

で
保
管
す
る
。
ま
た
保
育
所
内
に
お
む
つ
を

保
管
す
る
場
所
を
確
保
す
る
。
こ
れ
ら
の
準

備
を
市
内
す
べ
て
の
公
立
保
育
所
に
お
い
て

行
って
い
る
。

●
産
前
産
後
ケ
ア
事
業

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

　
　
　

響
に
よ
り
、
産
前
産
後
ケ
ア
事
業
の

利
用
者
に
変
化
は
あ
っ
た
の
か
。

　
　
　
産
前
産
後
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
６
床

　
　
　
の
宿
泊
が
で
き
る
施
設
に
な
っ
て
い
る

が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
の
た
め
数
を
減
ら
し
３
床

の
宿
泊
と
い
う
状
態
で
稼
働
し
て
い
る
の
で
、

利
用
者
は
減
っ
て
い
る
状
態
に
あ
る
。
日
程
の

調
整
は
産
前
産
後
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い

る
の
で
、
希
望
者
は
利
用
で
き
て
い
る
状
況
と

な
って
い
る
。

●
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
総
合
支
援
事
業

　
　
　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
実
施
す
る

　
　
　

者
に
対
し
10
万
円
の
補
助
金
を
交
付

す
る
事
業
で
あ
る
が
、
申
請
件
数
が
多
い
た

め
、
早
い
も
の
勝
ち
で
、
す
ぐ
に
枠
が
埋
ま
っ

A Q A Q

A

Q
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市政のここを聞く！
代表質問の映像をご視聴いただけます。

討
議
の
焦
点

未来創政の会

矢﨑 俊秀 議員

  

南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
新
産
業
拠
点

  

整
備
事
業

　
　
　
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
新 

産
業
拠
点
整

　
　
　
備
事
業
に
お
け
る
企
業
誘
致
に
関
す

る
情
報
開
示
は
適
切
に
な
さ
れ
た
の
か
。

　
　
　
情
報
公
開
条
例
に
基
づ
き
、
企
業
の

　
　
　
権
利
、
競
争
上
の
地
位
、
審
査
会
に

関
わ
る
意
思
決
定
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
、

特
定
の
業
者
に
不
当
に
不
利
益
を
及
ぼ
す
お

そ
れ
が
あ
る
も
の
な
ど
、
非
公
開
情
報
の
取

り
扱
い
を
慎
重
に
考
慮
し
た
上
で
、
適
切
な

情
報
公
開
を
し
た
。

　
　
　
黒
塗
り
に
し
た
情
報
開
示
は
審
査
資

　
　
　
料
の
受
理
要
件
を
欠
い
た
疑
念
と
の

関
係
性
に
お
い
て
適
切
な
対
応
と
言
え
る
の

か
。

　
　
　
黒
塗
り
の
部
分
に
つ
い
て
は
情
報
公

　
　
　
開
条
例
に
基
づ
き
対
応
し
た
。

  

若
草
小
学
校
改
築
事
業
に
伴
う

  

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

　
　
　
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
は
、
ど
の
よ 

　
　
　
う
な
審
査
と
評
価
の
基
に
選
考
し
た

の
か
。

　
　
　
設
計
者
の
提
案
を
基
に
、
８
名
の
審

　
　
　
査
員
で
優
先
交
渉
権
者
を
決
定
し
た
。

　
　
　
市
教
育
委
員
会
は
共
同
企
業
体
の
業

　
　
　
務
割
合
を
定
め
て
地
元
に
配
慮
し
た

経
過
が
あ
る
。
今
回
の
地
元
の
不
参
加
は
業

務
割
合
の
定
め
が
な
い
こ
と
に
原
因
が
あ
る
。

　
　
　
共
同
企
業
体
の
形
成
で
参
加
で
き
る
。

　
　
　
市
長
は
、
脱
炭
素
対
策
に
つ
い
て
ど

　
　
　
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
２
０
５
０
年
ま
で
に
、
ゼ
ロ
と
い
う
目

　
　
　
標
の
下
に
対
応
す
る
考
え
で
あ
る
。

QA

A Q

地元企業に不利にある実施設計条件は
公約違反にあたる

▲

共同企業体を形成することで参加できる。

黒塗りの情報開示は
審査資料の受理要件を欠くが適切か

▲

黒塗りの部分については情報公開条例に基づき対応した。

  

都
市
計
画
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
都
市
計
画
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

　
　
　
少
子
高
齢
化
、
防
災
力
の
向
上
、
良

　
　
　
好
な
景
観
保
全
や
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

等
の
都
市
計
画
課
題
の
合
意
形
成
を
図
る
中

で
推
進
す
る
。

　
　
　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
訂

　
　
　
大
綱
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
地
域
の
特
性
や
産
業
経
済
の
振
興
を

　
　
　
踏
ま
え
、
総
合
計
画
と
整
合
を
図
る

こ
と
が
改
定
大
綱
の
方
向
性
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　
本
市
は
都
市
計
画
区
域
外
に
関
す
る

　
　
　
適
正
な
土
地
利
用
の
方
針
や
規
定
が

な
い
こ
と
か
ら
、
建
築
行
為
に
対
し
て
本
市

の
行
政
裁
量
が
及
ば
な
い
関
係
性
に
あ
る
。

こ
の
た
め
都
市
計
画
区
域
外
に
お
け
る
土
地

利
用
方
針
を
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

改
定
大
綱
で
捉
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が

市
の
考
え
は
。

　
　
　
都
市
計
画
区
域
外
に
お
い
て
も
無
秩

　
　
　
序
な
開
発
防
止
の
観
点
か
ら
適
切
に

対
応
す
る
。

A QA Q

代表質問代表質問代表質問

QAQA

　
　
　
企
業
誘
致
に
伴
う
相
乗
効
果
な
ど
の

　
　
　
課
題
解
決
の
協
議
状
況
は
ど
の
よ
う

に
あ
る
の
か
。

　
　
　
今
後
、
関
係
者
・
関
係
機
関
と
の
協

　
　
　
議
を
進
め
る
。

A Q A Q

A Q

情報開示資料の抜粋
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南風

櫻田 力 議員

　
　
　
地
域
移
行
を
進
め
る
理
由
は
、
少
子

　
　
　
化
に
よ
る
生
徒
数
の
減
少
に
よ
り
、

学
校
に
よ
っ
て
は
、一部
の
部
活
動
が一学
校
単

位
で
は
維
持
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
生
じ
て
い
る

こ
と
へ
の
対
応
と
、
国
の
方
針
で
あ
る
学
校
に

お
け
る
働
き
方
改
革
の
観
点
か
ら
教
職
員
に

よ
る
指
導
体
制
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
た
め

で
あ
る
。

　
　
　
ど
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
進
め

　
　
　
る
の
か
。

　
　
　
本
市
で
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
、
白

　
　
　
根
巨
摩
中
学
校
、
白
根
御
勅
使
中
学

校
、
芦
安
中
学
校
の
３
校
で
「
部
活
動
指
導

員
任
用
事
業
」
を
導
入
し
、
令
和
３
年
度
か

ら
は
、
八
田
中
学
校
と
櫛
形
中
学
校
の
２
校

で
「
地
域
運
動
部
活
動
推
進
事
業
」
に
よ
る

「
休
日
部
活
動
の
地
域
移
行
に
向
け
た
実
践

研
究
」
を
実
施
し
て
き
た
。
令
和
５
年
度
は
、

引
き
続
き一
部
の
部
活
動
に
外
部
指
導
者
を

配
置
す
る
と
と
も
に
、
導
入
に
係
る
課
題
、

具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
お
よ
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
等
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
地
域
移
行
の
課
題
は
何
か
。

　
　
　
指
導
者
の
質
・
量
の
確
保
、
運
営
や

　
　
　
指
導
者
の
確
保
に
要
す
る
新
た
な
経

費
の
発
生
、
そ
し
て
、
部
活
動
の
在
り
方
へ

の
方
向
性
の
共
有
、
地
域
や
学
校
に
よ
り
異

な
る
実
情
へ
の
配
慮
や
工
夫
が
課
題
で
あ
り

今
後
解
決
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

  

自
主
防
災
会
に
お
け
る
　

  

防
災
リ
ー
ダ
ー
の
役
割

　
　
　
平
成
25
年
よ
り
実
施
し
て
い
る
防
災

　
　
　
リ
ー
ダ
ー
養
成
事
業
の
実
績
と
成
果

は
。

　
　
　
こ
れ
ま
で
に
４
８
５
名
が
受
講
し
、自

　
　
　
主
防
災
会
へ
の
配
置
率
も
、
88 ・
２

パ
ー
セ
ン
ト
と
全
自
主
防
災
会
へ
の
配
置
に
向

け
た
成
果
が
現
れ
て
い
る
。
引
き
続
き
養
成

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
令
和
元
年
第
４
回
定
例
会
の
一
般
質 

　
　
　
問
で
「
自
主
防
災
会
に
お
け
る
防
災

リ
ー
ダ
ー
の
立
ち
位
置
を
明
確
に
す
る
」
と

の
答
弁
を
得
た
が
、
そ
の
後
の
検
討
結
果
は
。

　
　
　
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
は
、
自
主
防

　
　
　
災
会
か
ら
の
推
薦
者
を
対
象
に
実
施

し
て
い
る
が
、
推
薦
の
目
的
、
活
動
内
容
、
自

主
防
災
組
織
内
で
の
役
割
等
が
明
確
に
な
っ

て
い
な
い
状
況
が
あ
り
、活
動
内
容
に
温
度
差

や
ば
ら
つ
き
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
防

災
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
や
立
ち
位
置
を
明
確
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
要
綱
の
策
定
を
検

討
し
て
お
り
、
５
月
下
旬
に
開
催
予
定
の
自

主
防
災
会
長
と
防
災
リ
ー
ダ
ー
を
対
象
に
し

た
防
災
講
習
会
ま
で
に
制
定
し
説
明
を
行
う

予
定
で
あ
る
。

  

部
活
動
の
地
域
移
行

　
　
　
な
ぜ
地
域
移
行
を
進
め
な
け
れ
ば
な 

　
　
　
ら
な
い
の
か
。

QA

A Q A

Q

防災リーダーの立ち位置の明確化に向けた
今後の対応は

▲

自主防災会内での役割や立ち位置を明確にした要綱を制定して
　活動内容の徹底を図る。

部活動の地域移行の今後の進め方は

▲

令和５年度に「協議会」を立ち上げ、課題の整理や今後の進め方に
　ついて検討していく。

　
　
　
地
域
移
行
を
進
め
る
た
め
に
必
要
な

　
　
　
こ
と
は
何
か
。

　
　
　
生
徒
や
保
護
者
の
負
担
に
十
分
配
慮

　
　
　
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
持
続
可
能

な
地
域
活
動
と
す
る
た
め
に
は
、
相
応
の
財

源
が
必
要
と
な
る
た
め
、
国
・
山
梨
県
に
対

し
て
、
十
分
な
支
援
制
度
の
確
保
を
求
め
て

い
く
。

　
　
　
課
題
解
決
や
体
制
づ
く
り
に
向
け
て

　
　
　
議
論
を
行
う
委
員
会
な
ど
を
立
ち
上

げ
る
計
画
は
あ
る
か
。

　
　
　
令
和
５
年
度
に
地
域
ス
ポ
ー
ツ
・
文

　
　
　
化
芸
術
団
体
、
学
校
、
保
護
者
等
関

係
者
に
よ
る
協
議
会
を
立
ち
上
げ
て
課
題
の

整
理
や
今
後
の
進
め
方
等
を
検
討
し
て
い
く
。

A QA Q

QA

QA



か
ら
の
直
接
の
相
談
だ
け
で
は
な
く
、
民
生

委
員
自
身
の
気
づ
き
や
、
近
所
か
ら
出
た
何

気
な
い
声
を
伝
え
て
頂
く
ケ
ー
ス
が
日
常
的
に

あ
る
。

　
　
　

地
域
支
え
あ
い
協
議
体
活
動
と
民
生

　
　
　
委
員
と
の
関
連
は
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。

　
　
　
民
生
委
員
と
地
域
支
え
あ
い
協
議
体

　
　
　
と
の
活
動
は
お
互
い
重
な
る
部
分
も

多
く
、
連
携
し
、
協
力
し
て
取
り
組
む
こ
と

は
非
常
に
重
要
な
こ
と
と
認
識
し
て
い
る
。

　
個
々
の
団
体
だ
け
で
は
活
動
に
限
界
が
あ
る

が
、
互
い
に
連
携
す
る
こ
と
で
活
動
の
輪
が
広

が
り
解
決
で
き
る
問
題
や
課
題
も
多
岐
に
及

ぶ
も
の
と
考
え
る
。
す
で
に
協
議
体
活
動
に
関

わって
い
る
民
生
委
員
の
方
も
い
る
。

　
今
後
も
本
市
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

民
生
委
員
の
ご
理
解
を
頂
く
中
で
、
積
極
的

な
参
加
や
協
力
を
お
願
い
し
、
連
携
を
更
に

深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

代表質問代表質問代表質問
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民
生
委
員

　
　
　
民
生
委
員
の
職
務
は
地
域
住
民
の
生

　
　
　
活
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
な
く
て
は
な

ら
な
い
存
在
で
あ
る
。
ま
た
職
務
を
遂
行
す

る
に
あ
た
り
、
本
市
の
民
生
委
員
の
定
数
と
、

一
人
当
た
り
が
担
当
す
る
世
帯
数
の
上
限
を

超
え
る
地
区
は
い
く
つ
あ
る
の
か
。
　

　
　
　
山
梨
県
の
定
め
る
民
生
委
員
定
数
は
、

　
　
　
今
回
の一斉
改
選
に
合
わ
せ
て
改
正
さ

れ
て
お
り
、
本
市
の
今
期
の
民
生
委
員
は
、

前
期
か
ら
１
人
増
と
な
り
１
７
８
人
で
あ
る
。

ま
た
、
国
で
定
め
る
基
準
の一人
当
た
り
が
担

当
す
る
上
限
の
２
８
０
世
帯
を
超
え
る
民
生

委
員
は
17
人
で
あ
る
。

　
　
　
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
他
人
に
迷
惑

　
　
　
を
か
け
た
く
な
い
と
の
思
い
か
ら
、

民
生
委
員
に
相
談
し
な
い
、
ま
た
は
相
談
で

き
な
い
高
齢
者
も
い
る
と
聞
く
が
、
そ
の
よ

う
な
人
た
ち
と
繋
が
り
を
持
つ
た
め
の
対
策

は
あ
る
の
か
。

　
　
　
本
市
で
は
、
市
民
の
困
り
ご
と
に
対

　
　
　
応
す
る
た
め
、高
齢
者
や
障
害
、生
活

困
窮
者
な
ど
制
度
や
分
野
に
と
ら
わ
れ
な
い

「
福
祉
総
合
相
談
体
制
」
を
構
築
し
て
い
る
。

　
「
相
談
」に
つ
い
て
は
、
本
人
か
ら
の
も
の
は

全
体
の
ご
く一部
で
あ
り
、
多
く
は
近
隣
住
民

や
関
係
機
関
か
ら
の「
気
づ
き
や
、
つ
な
ぎ
」

か
ら
始
ま
って
い
る
。

　
民
生
委
員
の
関
わ
り
方
と
し
て
は
、
本
人

Q

躍進会

戸栗 淳 議員

AQA

Q A

重責を担う民生委員の受け持ち世帯数は適正か？

▲

民生委員 178 人のうち、受け持ち世帯数が基準上限の280世帯を
　超える委員は17人。

下今諏訪工業団地の進捗状況と
今後の開発計画は？

▲

令和 6 年度中の全体工事の完了を目指し進行中である。

A Q

造成工事が行われている下今諏訪工業団地

  
下
今
諏
訪
工
業
団
地

　
　
　
現
在
、
下
今
諏
訪
・
下
今
井
地
区
に

　
　
　
企
業
誘
致
に
向
け
、
大
規
模
な
造
成

工
事
や
農
地
買
い
上
げ
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
進
捗
状
況
は
如
何
か
。

　
　
　
Ｂ・Ｃ
両
区
画
に
お
い
て
は
、
立
木
な

　
　
　
ど
の
構
造
物
撤
去
工
事
が
行
わ
れ
て

お
り
、
並
行
し
て
道
路
と
水
路
の
付
け
替
え

工
事
も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
進
捗
状
況
に
応
じ

て
盛
り
土
な
ど
造
成
工
事
を
順
次
発
注
し
、

令
和
６
年
度
中
の
全
体
工
事
完
了
を
目
指
し

て
い
く
。

　
Ｃ
区
画
北
側
の
地
域
に
関
し
て
も
、
農
振

除
外
や
農
地
転
用
が
あ
る
た
め
、
山
梨
県
の

同
意
や
承
認
が
必
要
と
な
る
。
今
後
も
本
市

へ
の
企
業
進
出
の
需
要
は
高
い
状
況
が
続
く
と

考
え
ら
れ
、
現
在
実
施
中
の
計
画
完
了
後
、

社
会
情
勢
な
ど
の
条
件
が
整
え
ば
新
た
な
工

業
団
地
整
備
計
画
の
検
討
を
し
て
い
く
。
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齊藤 博明 議員

齢
者
ま
で
全
て
の
市
民
が
、「
い
つ
で
も
、
ど

こ
で
も
、
だ
れ
で
も
、
ど
ん
な
資
料
で
も
」

利
用
で
き
る
親
し
ま
れ
る
図
書
館
と
し
て
今

後
も
充
実
を
図
り
、
市
民
の
文
化
的
な
生
活

を
継
続
し
て
支
援
し
て
い
く
。

　
　
　

令
和
元
年
６
月
に
「
視
覚
障
害
者
等

　
　
　

の
読
書
環
境
の
整
備
の
推
進
に
関
す

る
法
律
」（
読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
）
が
施

行
さ
れ
、
障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
全

て
の
人
が
読
書
に
よ
る
文
字
・
活
字
文
化
の

恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
社
会
を
目
指
し
て
い

る
。
多
様
な
立
場
の
利
用
者
に
応
じ
た
「
図

書
館
サ
ー
ビ
ス
」
を
行
う
た
め
に
は
、
ど
ん

な
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
は
、
全
て

　
　
　
の
方
に
利
用
し
や
す
い
環
境
を
整
え

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

  

す
べ
て
の
市
民
が

  「
い
つ
で
も
」  「
ど
こ
で
も
」「
だ
れ
で
も
」

  

読
書
を
楽
し
む
環
境
の
創
造
と

  

図
書
館
の
使
命

　
　
　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
、
教
育
の 

　
　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
な
ど
、
公
教
育
の
現
場
で

デ
ジ
タ
ル
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。
今
こ

そ
、
紙
の
本
に
よ
る
読
書
の
経
験
も
欠
か
せ

な
い
と
す
る
教
育
現
場
へ
の
配
慮
、
及
び
市

民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
必
要
と
考
え
る
が
市

の
所
見
は
。

　
　
　
全
国
的
に
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
に
お
い

　
　
　
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
導
入
す
る
事
例

が
増
え
て
き
て
い
る
が
、
紙
媒
体
の
資
料
の

収
集
・
提
供
は
、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
基
本

と
な
る
大
変
重
要
な
任
務
と
い
え
る
。
紙
の

書
籍
を
読
む
こ
と
の
大
切
さ
も
改
め
て
見
直

さ
れ
て
い
る
。

　
手
軽
に
情
報
を
得
ら
れ
る
デ
ジ
タ
ル
機
器

で
の
読
書
に
対
し
て
、
紙
の
本
の
読
書
は
、

情
報
の
全
体
像
を
つ
か
み
、
考
え
を
深
め
る

こ
と
に
優
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
教
育
現
場
へ
の
配
慮
と
し
て
は
、
学
校
と

の
連
携
を
、
更
に
推
進
し
な
が
ら
、
子
ど
も

た
ち
が
自
己
の
経
験
や
知
識
を
高
め
る
と
と

も
に
豊
か
な
心
を
育
め
る
よ
う
、
読
書
や
学

習
活
動
を
支
援
し
て
い
く
。

　
市
立
図
書
館
で
は
、
合
併
後
も
５
館
１
分

館
の
運
営
を
維
持
し
、
各
地
域
に
身
近
な
図

書
館
を
配
置
す
る
こ
と
で
、
乳
幼
児
か
ら
高

市
立
図
書
館
で
は
、
大
活
字
本
・
点
字
図
書
・

や
さ
し
い
言
葉
で
わ
か
り
や
す
く
書
か
れ
た
Ｌ

Ｌ
ブ
ッ
ク
や
、
文
字
や
音
声
・
画
像
を
同
時

に
再
生
で
き
る
デ
イ
ジ
ー
図
書
な
ど
、
読
書

バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
基
づ
い
た
資
料
の
充
実
に

努
め
、
障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
全
て

の
市
民
が
利
用
し
や
す
い
図
書
館
を
目
指
し

て
い
る
。

　
ま
た
施
設
面
で
は
、
図
書
館
の
入
口
に
ス

ロ
ー
プ
を
設
け
、
車
い
す
で
も
入
館
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
お
り
、
多
目
的
ト
イ
レ
、
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
の
設
置
な
ど
の
配
慮
も
し
て
い
る
。
車

い
す
の
館
内
貸
出
や
拡
大
読
書
器
、
読
む
こ

と
が
苦
手
な
子
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
ト
ラ
ッ
カ
ー
、
筆
談
用
ボ
ー
ド
な
ど
も
利

用
で
き
る
環
境
と
な
っ
て
い
る
。　

QA

QA

子どもたちにとって「世界の彩り」を変える
大きなチャンスが、読書ではないか

▲

読書は感性を磨き、表現力や想像力を高めるためにも必要である。
　今こそ、紙の本に触れて、読むことの大切さを伝えていきたい。

代表質問代表質問代表質問

合計約 16 万冊の蔵書を
収容することのできる市
立図書館５館の閉架書庫
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一般質問一般質問一般質問

質問の主題

若草拠点整備事業と
健康リーグの
取組みは

  

若
草
地
区
拠
点
施
設
整
備
事
業

  

完
了
に
伴
う
安
全
対
策

　
　
　

駐
車
場
の
整
備
の
概
要
と
安
全
対
策
は
。

　
　
　
新
保
育
所
の
移
転
に
よ
り
減
少
す
る

　
　
　
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
、
若
草
体
育
館
前

や
他
の
敷
地

内
に
確
保
す

る
こ
と
で
、

整
備
前
に
比

べ
32
台
分
増

加
。
安
全
対

策
と
し
て
若

草
体
育
館
東

通
路
の
拡
幅
、

新政南アルプス

飯野 多惠子 議員

QA

新政南アルプス

三木 充 議員

質問の主題

子育て支援の充実
に向けて

に
捉
え
る
中
で
、
財
源
を
確
保
し
て
い
く
。

　
　
　

事
業
お
よ
び
施
策
の
成
果
に
よ
り
、

　
　
　

税
収
は
着
実
に
伸
び
て
い
る
と
い
う

答
弁
だ
が
、
本
市
の
長
期
財
政
見
通
し
で
は
、

交
付
税
の
毎
年
２
億
円
の
減
額
、
そ
れ
に
伴

い
、
財
政
調
整
基
金
の
計
画
的
な
取
崩
し
で

そ
の
財
源
を
補
う
見
通
し
に
な
っ
て
い
る
と

理
解
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
点
に
一
抹
の
不

安
を
覚
え
る
。
再
度
の
説
明
を
伺
う
。

　
　
　
本
市
は
こ
れ
ま
で
の
積
極
的
な
企
業

　
　
　
誘
致
や
若
者
世
帯
の
移
住
定
住
の
施

策
な
ど
に
よ
り
、
税
収
は
比
較
的
安
定
的
な

固
定
資
産
税
が
増
額
と
な
っ
て
い
る
。
今
後

も
さ
ら
に
優
良
企
業
の
進
出
も
計
画
さ
れ
て

  

給
食
費
無
償
化

　
　
　

本
定
例
会
に
、
市
立
小
・
中
学
校
の

　
　
　

給
食
費
の
無
償
化
が
提
案
さ
れ
た
。

安
定
し
た
財
源
確
保
の
見
通
し
に
つ
い
て
、

市
の
考
え
方
を
伺
う
。

　
　
　
長
期
化
す
る
物
価
高
騰
に
よ
り
、
特

　
　
　
に
負
担
が
増
加
し
て
い
る
子
育
て
世

帯
へ
の
支
援
を
最
優
先
と
考
え
、
無
償
化
を

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
給
食
費
の
無
償
化
に
は
、
年
間
概
ね
３
億

円
の
財
源
が
必
要
に
な
る
が
、
歳
出
の
見
直

し
や
財
源
の
重
点
配
分
、
ま
た
、
移
住
定
住

の
促
進
、
企
業
誘
致
な
ど
に
よ
り
税
収
は
着

実
に
伸
び
て
い
る
の
で
、
歳
入
歳
出
を一体
的

QA

い
る
こ
と
か
ら
、
歳
入
歳
出
を一体
的
に
捉
え

る
中
で
、
財
政
的
に
は
可
能
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

QA

  

令
和
５
年
度
の
優
先
施
策
に
位
置

  

付
け
ら
れ
た
、健
康
づ
く
り
の
推
進

　
　
　

健
康
づ
く
り
の
推
進
が
令
和
５
年
度 

　
　
　

の
優
先
施
策
に
位
置
付
け
ら
れ
た
背

　
　
　

景
と
取
組
方
針
は
。

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

　
　
　
に
よ
り
、来
年
度
は
健
康
づ
く
り
に
関

連
す
る
事
業
の
推
進
お
よ
び
周
知
強
化
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。
具
体
的
に
は
健
康
増
進
計

画
や
食
育
推
進
計
画
の
周
知
、
健
康
リ
ー
グ

の
推
進
お
よ
び
保
健
指
導
を
進
め
る
。

　
　
　

幸
せ
実
感
！  

南
ア
ル
プ
ス
市
健
康
リ
ー 

　
　
　

グ
へ
の
取
組
状
況
は
。

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
業
務
に
注

　
　
　
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
た
め
、

い
ず
れ
の
事
業
も
積
極
的
な
周
知
や
説
明
が

不
足
し
た
。
健
康
リ
ー
グ
推
進
手
段
と
し
て
、

健
康
わ
く
わ
く
ウ
オ
ー
ク
事
業
に
つ
い
て
も
実

施
方
法
な
ど
通
年
事
業
と
し
て
の
協
議
を
行

う
。

QA

QA

若草体育館に新たに整備された
障がい者用の駐車スペース

歩
行
者
通
行
帯
の
設
置
や
徐
行
運
転
を
促
す

通
路
構
成
、
敷
地
周
辺
の
歩
道
設
置
な
ど
安

全
確
保
を
講
じ
３
月
11
日
か
ら
供
用
開
始
し

た
。
体
育
館
前
は
新
た
に
障
が
い
者
用
の
駐

車
ス
ペ
ー
ス
や
多
目
的
ト
イ
レ
を
設
置
、
照

明
も
整
備
し
安
全
性
、
利
便
性
に
配
慮
し
た
。
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市政のここを聞く！
一般質問の映像をご視聴いただけます。

質問の主題

　
　
　
受
話
器
の
元
に
シ
ー
ル
や
チ
ラ
シ
等
を

　
　
　
置
く
の
は
有
効
か
と
思
う
。
そ
う
いっ

た
こ
と
も
含
め
て
警
察
と
連
携
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
市
内
で
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
に
よ

　
　
　
る
巡
回
を
し
て
い
る
が
、
も
う
少
し

巡
回
密
度
を
濃
く
し
た
り
、
ス
ピ
ー
カ
ー
等

で
呼
び
か
け
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

  

防
犯
対
策

　   　　
　
全
国
的
に
組
織
的
な
強
盗
事
件
が
多 

　
　
　
発
し
、
市
民
は
大
き
な
心
配
と
不
安

を
抱
え
て
い
る
。
市
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況

を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
い
つ
ど
こ
で
事
件
が
起
き
て
も
お
か
し

　
　
　
く
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
市
民
の
不
安
を
早
期
に
解
消
す
る
に
は
、

犯
行
グ
ル
ー
プ
等
の
摘
発
と
事
件
の
全
容
解

明
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
の
警
察
当
局
の
捜

査
を
注
視
し
て
い
く
。

　
　
　
強
盗
犯
罪
に
つ
な
が
る
ア
ポ
電
対
策

　
　
　
と
し
て
受
話
器
に
貼
る
注
意
喚
起
の

シ
ー
ル
等
の
配
付
を
検
討
し
た
ら
ど
う
か
。

新政南アルプス

有野 一成 議員

QA

躍進会

花輪 幸長 議員

質問の主題

 南アルプスIC
周辺事業は
均衡の取れた開発を

　
　
　
市
内
を
２
台
で
巡
回
し
て
い
る
青
色
パ

　
　
　
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
は
、
事
案
に
よ
っ
て
は

防
災
危
機
管
理
課
職
員
が
同
乗
し
て
、
マ
イ

ク
を
使
い
な
が
ら
放
送
す
る
等
臨
機
応
変
に

対
応
し
て
い
る
。

　
　
　
市
内
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
は
、
防
犯

　
　
　
器
具
等
の
売
れ
行
き
が
急
激
に
伸
び

て
い
る
。
市
民
は
想
像
以
上
に
危
機
感
を
感

じ
て
い
て
、
個
人
で
防
犯
対
策
を
し
て
い
る
。

　
市
民
が
購
入
す
る
防
犯
器
具
等
に
対
し
て

助
成
制
度
を
検
討
し
た
ら
ど
う
か
。

　
　
　
効
果
的
な
防
犯
対
策
や
支
援
を
行
う

　
　
　
た
め
、
他
自
治
体
の
補
助
制
度
を
調

査
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

  

コ
ス
ト
コ
の
買
物
客
に
対
す
る
、

  

市
内
観
光
勧
誘
施
策

　
　
　
年
間
２
百
万
人
を
上
回
る
と
想
定
さ

　
　
　
れ
る
買
い
物
客
に
対
し
て
情
報
提
供

を
行
い
、 

市
内
観
光
の
リ
ピ
ー
タ
ー
に
囲
い
込

む
た
め
の
施
策
は
。

　
　
　
大
型
商
業
エ
リ
ア
へ
の
出
店
が
決
定
し

　
　
　
た
「
コ
ス
ト
コ
」に
つ
い
て
は
、
県
内
外

か
ら
多
く
の
集
客
が
見
込

ま
れ
、
訪
れ
る
皆
さ
ま
に

本
市
を
知
っ
て
い
た
だ
く

絶
好
の
機
会
で
あ
る
。ま

た
「
コ
ス
ト
コ
」は
、
会

員
制
で
あ
る
た
め
リ
ピ
ー

  

南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
周
辺
整
備
事
業

 

　
　
　
集
客
施
設
に
偏
ら
ず
商
工
・
住
環
境

　
　
　
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
事
業
展
開
を

中
心
に
進
め
る
べ
き
と
思
う
が
、市
の
考
え
は
。

　
　
　
現
在
、「
高
度
活
用
推
進
計
画
」の
策

　
　
　
定
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
本
市
の
「
玄
関
口
」
に
相
応
し
い
活
用

を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
雇
用
の
創
出

や
人
口
対
策
、
更
に
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
の
活
性
化
や
観
光
振
興
な
ど
、
市
全
体

へ
の
波
及
効
果
を
促
す
こ
と
に
よ
り
、
商
業
や

工
業
、
住
環
境
な
ど
の
総
合
的
な
向
上
を
図

り
、
本
市
の
さ
ら
な
る
魅
力
の
拡
大
に
繋
げ

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

QA

ト
率
が
高
く
市
内
の
観
光
農
園
や
観
光
・
文

化
施
設
な
ど
に
も
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
も
、
積
極
的
に
情
報
発
信
を
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

  

釜
無
川
の
河
床
浚
渫
事
業
働
き
掛
け

 

　
　
　
県
・
国
に
積
極
的
に
働
き
か
け
る
べ 

　
　
　
き
と
思
う
が
、
市
の
考
え
は
。

　
　
　
釜
無
川
を
挟
む
中
央
市
と
昭
和
町
に

　
　
　
声
を
か
け
、
河
床
を
下
げ
る
な
ど
の

河
川
整
備
を
国
土
交
通
省
甲
府
河
川
国
道
事

務
所
へ
要
望
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、山

梨
県
知
事
に
も
、３
市
町
で
国
へ
の
働
き
掛
け

を
お
願
い
し
た
。
今
後
も
国
、
山
梨
県
への
働

き
か
け
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
。

Q

A

QA

QA

効果的な防犯対策で
心配と不安の解消を！！

Q

A
南アルプスＩＣ周辺

QA
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一般質問一般質問一般質問

質問の主題

消防本部の
緊急救命体制は
万全か

18
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

　
　
　
１
１
９
番
通
報
の
処
理
は
、
迅
速
・

　
　
　
的
確
な
受
信
と
災
害
に
即
し
た
正
し

い
指
令
を
行
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ

で
、
外
国
人
な
ど
、
日
本
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
困
難
な
方
か
ら
の
１
１
９
番
通
報

の
処
理
体
制
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
市
消
防
本
部
で
は
、
通
信
会
社
が
運

　
　
　
営
し
て
い
る
多
言
語
通
訳
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
と
契
約
し
て
、
通
報
者
、
通
訳
者
、
指

令
課
員
に
よ
る
３
者
間
通
話
の
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
て
い
る
。
対
応
言
語
は
、英
語
、中
国
語
、

韓
国
語
な
ど
、
21
の
言
語
に
対
応
し
て
い
る
。

  

本
市
の
緊
急
救
命
体
制

　
　
　
昨
年
12
月
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト 

　
　
　
番
組
「
エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
コ
ー
ル
」

緊
急
通
報
指
令
室
の
報
道
が
あ
り
、
通
報
者

に
応
急
手
当
の
指
導
を
こ
と
細
か
に
説
明
し

て
い
る
場
面
が
あ
っ
た
。
本
市
の
指
令
室
の

対
応
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
救
急
事
案
で
は
、
口
頭
指
導
、
呼
吸

　
　
　
や
脈
が
停
止
し
て
い
る
傷
病
者
に
心

肺
蘇
生
法
、
大
出
血
の
止
血
法
、
食
べ
物
を

喉
に
詰
ま
ら
せ
た
時
の
異
物
除
去
な
ど
が
あ

る
。
口
頭
指
導
は
総
務
省
消
防
庁
の
緊
急
業

務
実
施
基
準
を
参
考
に
、
南
ア
ル
プ
ス
市
消

防
本
部
口
頭
指
導
実
施
要
綱
を
定
め
、
平
成

躍進会

三枝 守和 議員

QA

公明党

河野 木綿子 議員

質問の主題

プレコンセプション
ケアの推進を！

上
の
支
援
機
会
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
学

童
期
・
思
春
期
全
体
の
健
康
づ
く
り
に一層
の

推
進
が
図
れ
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
連
携
を

図
っ
て
い
く
。

  

プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
の
推
進

　
　
　「
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
」
と
は
、

　
　
　
学
童
期
・
思
春
期
に
医
学
的
に
妊
娠
・

出
産
に
適
し
た
年
齢
、
計
画
的
な
妊
娠
、
葉

酸
の
摂
取
、
男
女
の
不
妊
、
性
感
染
症
の
予

防
な
ど
、
妊
娠
の
計
画
に
か
か
わ
ら
ず
、
早

い
段
階
か
ら
妊
娠
・
出
産
の
知
識
を
持
ち
、

自
分
の
身
体
へ
の
健
康
意
識
を
高
め
る
こ
と

で
あ
る
。
本
市
の
若
い
男
女
が
よ
り
健
康
に

な
っ
て
輝
き
続
け
る
た
め
、
そ
の
考
え
を
推

進
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

　
　
　
早
い
時
期
か
ら
将
来
の
妊
娠
や
出
産

　
　
　
を
含
め
た
自
身
の
健
康
を
意
識
す
る

こ
と
は
大
切
で
あ
る
。
今
後
は
、
高
校
生
以

QA

  

医
療
用
ウ
イ
ッ
グ
の
補
助
・
助
成

　
　
　
が
ん
治
療
な
ど
医
学
的
治
療
に
よ
っ

　
　
　
て
ウ
イ
ッ
グ
が
必
要
に
な
っ
た
方
へ
の

Q

A 医
療
用
ウ
イ
ッ
グ
へ
の
補
助
・
助
成
が
、
山

梨
県
で
は
無
い
。

　
市
民
か
ら
補
助
・
助
成
を
要
望
す
る
声
が

あ
る
が
、
本
市
の
考
え
は
。

　
　
　
抗
が
ん
剤
な
ど
に
よ
る
治
療
で
は
、

　
　
　
外
見
が
変
化
す
る
こ
と
も
多
く
、
治

療
に
伴
う
苦
痛
に
加
え
て一層
負
担
が
多
く
な

る
。
対
処
法
の
情
報
提
供
や
、
相
談
窓
口
も

作
ら
れ
つ
つ
あ
る
が
、
ま
だ
十
分
と
は
い
え
な

い
。
今
後
検
討
し
て
い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

 

・
高
齢
者
に
向
け
た
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
の

　
継
続
に
つ
い
て

　
　
　
市
内
に
は
狭
隘
な
道
路
が
多
く
、
救

　
　
　
急
対
応
を
心
配
す
る
声
が
聞
か
れ
る

が
、
対
応
策
は
。

　
　
　
進
入
可
能
な
位
置
で
停
止
さ
せ
、
必

　
　
　
要
な
資
機
材
を
携
行
し
、
現
場
に
駆

け
付
け
て
い
る
。
傷
病
者
の
容
態
に
よ
っ
て
は
、

意
識
が
な
い
、
ま

た
は
、
２
階
以
上

の
階
で
動
か
せ
な

い
場
合
は
、
救
急

隊
と
消
防
隊
の
２

隊
を
同
時
に
出
動

さ
せ
、
救
急
活
動

を
実
施
し
て
い
る
。

消防本部の通信指令室

QA

QA
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一般質問一般質問一般質問

質問の主題

参入企業の情報を
黒塗りにした理由は

開
さ
れ
る
こ
と
で
今
後
の
経
営
戦

略
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ

り
、
企
業
の
不
利
益
を
も
た
ら
す

可
能
性
を
避
け
る
た
め
、
社
名
等

を
非
公
開
と
判
断
し
た
。

  

新
規
参
入
企
業
に
よ
る

  

既
存
商
店
街
へ
の
影
響

　
　
　
旧
完
熟
農
園
跡
地
に
（
株
）
ヒ
カ
レ 

　
　
　
ヤ
マ
ナ
シ
と
コ
ス
ト
コ
の
参
入
が
決

ま
っ
た
。
参
入
し
て
く
る
企
業
と
既
存
す
る

小
笠
原
商
店
街
、
巨
摩
高
北
側
の
商
業
施
設
、

白
根
地
区
在
家
塚
に
あ
る
商
業
施
設
、
甲
西

地
区
西
南
湖
に
あ
る
商
業
施
設
へ
の
影
響
を

  

情
報
公
開

　
　
　
旧
完
熟
農
園
跡
地
に
参
入
す
る
企
業

　
　
　
の
募
集
を
行
い
４
社
が
募
集
に
参
入

し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
情
報
公
開
請
求
し
た

審
査
結
果
は
、（
株
）ア
ル
プ
ス
の
み
の
記
載

で
、
他
の
参
入
企
業
の
社
名
は
黒
塗
り
と
な
っ

て
い
る
。
な
ぜ
隠
す
必
要
が
あ
る
の
か
。

　
　
　
企
業
名
や
事
業
提
案
な
ど
は
、
企
業

　
　
　
固
有
の
経
営
資
源
で
あ
り
、
非
常
に

重
要
な
企
業
情
報
と
な
る
の
で
、
情
報
公
開

条
例
や
専
門
家
に
よ
る
法
律
的
見
解
等
を
踏

ま
え
、
取
り
扱
い
に
は
慎
重
を
期
し
て
、
情

報
の
公
開
、
非
公
開
を
判
断
し
て
い
る
。

　
選
定
さ
れ
な
か
っ
た
企
業
に
と
っ
て
は
、
公

小林 敏徳 議員

QA

松野 昇平 議員

質問の主題

平和への認識から
市長の政治姿勢を問う

　
現
時
点
で
の
市
長
の
考
え
は
。

　
　
　
専
守
防
衛
を
基
本
理
念
と
す
る
、
日

　
　
　
本
の
平
和
憲
法
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
、

制
定
か
ら
70
年
以
上
に
亘
り
、
わ
が
国
の
平

和
と
安
全
が
保
た
れ
て
き
た
も
の
と
強
く
認

識
し
て
い
る
。

　
一方
で
、近
年
、世
界
情
勢
は
大
き
く
変
わ
っ

て
き
て
お
り
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
と

い
う
言
語
道
断
の
暴
挙
が
現
実
の
も
の
と
な
っ

た
。
専
制
国
家
の
怖
さ
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ

つ
け
ら
れ
た
思
い
で
あ
る
。

　
わ
が
国
の
隣
に
は
、
台
湾
の
武
力
に
よ
る

制
圧
を
公
言
し
て
は
ば
か
ら
な
い
、
そ
し
て

力
に
よ
る
現
状
変
更
を
い
と
わ
な
い
国
が
存

  

平
和
憲
法
に
つ
い
て
の
市
長
の
認
識

　
　
　
平
成
27
年
で
の
大
綱
質
疑
に
お
い
て

　
　
　
金
丸
市
長
は
「
我
が
国
の
最
高
法
規

範
で
あ
る
日
本
国
憲
法
に
つ
い
て
、
歴
代
内

閣
が
踏
襲
し
て
き
た
解
釈
を
大
き
く
変
更
し
、

一
内
閣
が
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
を
決
定

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
ま
さ
に
立
憲
主
義
の

否
定
に
つ
な
が
る
も
の
で
、
看
過
で
き
な
い
」

「
な
し
崩
し
的
に
武
力
行
使
可
能
範
囲
の
拡

大
に
つ
な
が
る
恐
れ
の
あ
る
安
全
保
障
関
連

法
案
に
反
対
で
あ
る
」
と
答
弁
し
て
い
た
。

　
一
方
、
今
年
の
新
年
互
例
会
で
は
、
政
府

の
進
め
る
「
反
撃
能
力
」
の
保
有
を
是
認
す

る
か
の
よ
う
な
発
言
が
あ
っ
た
。

Q

A

在
す
る
。
更
に
は
、
ミ
サ
イ
ル
発
射
を
く
り

返
し
、
核
兵
器
開
発
を
推
し
進
め
る
国
も
存

在
す
る
。

　
わ
が
国
の
平
和
と
安
全
を
守
る
た
め
に
は
、

平
和
憲
法
の
専
守
防
衛
と
い
う
基
本
理
念
を

逸
脱
す
る
こ
と
の
な
い
中
で
、一定
の
防
衛
力

は
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

市政のここを聞く！
一般質問の映像をご視聴いただけます。

「核兵器廃絶平和都市宣言」
のモニュメント。市は、
世界の恒久平和への希求と
行動を宣言しています。

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
コ
ス
ト
コ
に
つ
い
て
は
、
会

　
　
　
員
制
の
集
客
施
設
で
あ

り
、
い
わ
ゆ
る
日
常
使
い
の
食
品

ス
ー
パ
ー
や
シ
ョッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

と
は一
線
を
画
し
、
県
内
外
か
ら

の
集
客
を
可
能
に
す
る
独
自
の
魅

力
を
持
つ
施
設
で
あ
る
。

　
既
存
の
商
業
者
や
商
業
施
設
に
と
っ
て
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
好
機
と
な
る
た
め
、
市
内
の

事
業
者
が
、
個
性
や
強
み
を
活
か
し
た
取
り

組
み
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
既
存
市
場
の
拡

大
の
み
な
ら
ず
新
た
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
誕
生
に

寄
与
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

Q

A
小笠原商店街



15　 南アルプス市議会だより No.80

政務活動報告政務活動報告 南アルプス市をよりよい社会にするために

新政南アルプス新政南アルプス

参  加  者
代表：村松 三千雄
　　　保坂 健、飯野 多惠子、三木 充、
　　　有野 一成、飯野 久

研  修  先

研  修  日

研修内容

 ・コストコホールセールジャパン岐阜羽島倉庫店について
 ・瀬戸市議会の議会改革の取り組みについて

総　    括

 岐阜県  羽島市
 愛知県  瀬戸市議会

 令和5年1月25日（水）～ 26日（木）

◆コストコについて
　コストコ入居地は、市の総合計画や土地利用調整計画に
基づき開発を進めてきて、様々な企業が誘致された区域の
一角である。
　インターチェンジ出口からコストコ入口までは、迂回
ルートを設定し、高速道路及びインターチェンジの緩和を
図っている。
　コストコ誘致を起爆剤とした地域活性化が課題であり、
当初は地元店への客足の減少等を懸念したが、相乗効果が
上がっている現況である。
◆議会改革について
　市民の声を反映した政策提言を目指し、そのための根拠
としての基本条例の制定との説明であった。
　基本条例は、その目的が達せられているかを常に検証し
ていくことが重要であり、政策検討や市民との意見交換の
制度見直しなどを継続している。
　特に、議会の見える化は喫緊の課題であると認識させら
れた。

躍   進   会躍   進   会

参  加  者
代表：野中 國幹
　　　三枝 守和、花輪 幸長、戸栗 淳、
　　　北村 千代子

研  修  先

研  修  日

研修内容

財政比較特別研修
講師：地方議会研究会  総括コンサルタント　川本 達志 氏

 １ 歳入の財政比較
　  ・歳入財源は一般財源（経常一般財源と臨時一般財源） 
　　  と特定財源
　  ・経常一般財源は地方税、地方交付税、地方消費税交
　　　付金
　  ・臨時一般財源は土地の売却代金、一般寄付金、特別
　　　交付税
 ２ 歳出の財政比較
　   ・性質別歳出の中で特に扶助費、公債費、物件費、補
　　　助費等の執行及び、収支状況や財政力指数、実質収
　　　支比率、経常収支比率を学ぶ。

総　    括

 福岡市博多区「リファレンス駅東ビル」

 令和5年1月17日（火）

 ・歳入財源の詳細として、地方交付税の性格、地方消費税
交付金の積算根拠、基準財政収入額の対象税目、基準財政
需要額の算定経費など細やかな歳入の積算根拠を知ること
ができた。また、歳出科目の性質別経費等について、今後
委託料が増加していくことや情報システムの標準化に向け
ての対応など、本市議会としても注視していきたい。

羽島市役所での視察のようす



南アルプス市議会だより No.80　 16

議  会  活  動  報  告

　　　　　議会には本来、多様な民意を反映した議員の合意形成により、
地域の課題を解決する役割が期待されていますが、多くの議会では十分
にその役割を果たせていません。
　その理由としては、右の①②③が考えられます。そして、①②③の原因
を解消するためには❶❷❸が必要となります。
　議会が「❶多様な住民の声を代表する」ためには、議会を構成する議
員が多様な住民を代表した存在である必要があります。そのためには、
女性や若者の議員を増やし、その声を政策に反映する必要があります。
　世界の多くの国では、女性の政治参画を促すために様々な取組みが行
われており、それが女性議員の増加につながっています。日本は、政治
分野における女性の参画が圧倒的に遅れているので、国、地方議会、政党、
地域社会などあらゆるレベルで男女共同参画の推進を積極的に進めてい
かなければなりません。

地方議会における男女共同参画の推進
※全国市議会議長会作成のオンデマンド配信を視聴

南アルプス市議会では議員の研修に力を入れています。２月２日の午前と午後に、
全議員を対象に３つの研修を行いましたので、その概要をご報告いたします。

研修１

概  要
なぜ、議会は信頼されないのか？
①遠い存在。自分たちの代表とは思えない。

②政策決定に住民の声が反映されていない。

③何をやっているのか見えない

　　　　　　　　　

⇒

信頼回復への道筋
❶多様な住民の声を代表する。

　　⇒ 女性、若者の議員を増やすことが急務

❷住民の意見を審議に反映する。

❸住民と情報を共有する。

　　　　　　　　　地方議会における男女共同参画について、目指すべき方向を共有できました。
　講義の中で、「せっかく議員になっても、１期でやめる女性が多い。議会を長く続けたいと思える場所にすることも重要」、
「女性候補者や女性議員に対するハラスメントは深刻な問題」との説明がありました。
　男女共同参画の推進のために、地方議会としてまずすべきことは、自分達の議会においてハラスメントの防止を徹底す
ることだと思いました。

研修を受けて

　　　　　動画教材は、内閣府男女共同参画局が
作成したものです。内容は、全国の地方議会議員
が議員活動や選挙活動中に実際に受けたりしたハ
ラスメントの事例集でした。
　事例の具体的な内容は、議員から議員へのパワー
ハラスメント、セクシュアルハラスメント、マタ
ニティハラスメントなどで、実際にあった具体的
な事例がドラマ形式で再現されていました。
　事例の再現の後には、その事例のどのような点
がハラスメントに該当するのかという事例に対す
る解説が紹介されていました。

政治分野におけるハラスメント防止
※内閣府男女共同参画局作成の動画教材を視聴

研修２

概  要  ハラスメントの事例（教材から）
●優越的な関係を背景に、職務上必要かつ相当な範囲を超えて、　
　過大な要求を行う行為は、パワーハラスメントに当たり得る。

●不快であるか否かは受け手の主観に委ねられるが、本人の意に
　反し、肩に手を置くなどの身体的な接触はセクシャルハラスメ
　ントに当たり得る。

●妊娠した女性議員に対し、妊娠したこと自体を批判するような
　発言や、議会への出席の強要をほのめかす発言は、マタ二ティ
　ハラスメントに当たり得る。

　　　　　　　　　ハラスメントが起きてしまう大きな原因のひとつに「ハラスメントに関する認識に差があること」があ
ると思います。この認識のギャップを埋めるためには、「ハラスメントの概念だけでなく、具体的な事例を知る」ことが有
効だと思います。「ハラスメントはいけない」という認識は多くの方が持っていると思いますが、具体的にどのような事例
がハラスメントに該当するかについては、性別、世代、環境等によって認識に差があるからです。
　教材では、具体的な事例を紹介した上で、「このケースはどのような点でハラスメントに該当する」ということを事例ご
とに解説していたのでとても参考になりました。

研修を受けて
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２月６日 午後
　甲府市総合市民会館にて、山梨県市町村自治講演会が
開催されました。この講演会は県内市町村長・市町村議
会議員を対象として山梨県市町村振興協会が主催するも
ので、南アルプス市議会からは議員17名が参加しました。
講師は、ジャーナリストの須田慎一郎氏で、「どうなる政
治・経済 ～コロナ終息後の世界と日本～」と題した講演
が行われました。

山梨県市町村自治講演会
２月６日 午前
　昭和町のアピオ甲府にて、山梨県市議会議長会の議員合
同研修会が開催されました。山梨県市議会議長会では年に
２回（８月と２月）、合同研修会を開催しておりますが、コ
ロナの影響で研修会の中止が続いていましたので、同会で
は約１年半ぶりの研修の開催となりました。
　県下13市議会の議員が参加し、南アルプス市議会からは
17名の議員が参加しました。講師は、国立大学法人大分大
学理事の石川公一氏で「困難な時代に向けた自治体の在り
方」をテーマに講演が行われました。

山梨県市議会議長会議員合同研修会

２月９日
　東京都の都市センターホテルにて全国市議会議長会第
114 回評議員会が開催され、飯野久議長が出席しました。
　この日は、令和４年度の補正予算、令和５年度の当初
予算（案）や「空き家・空地問題に関する特別委員会」設
置要綱（案）などについて協議しました。また、総務省の
審議官による「地方行財政の課題」と題した講演が行わ
れ地方行財政の課題に対する国の取り組みなどが説明さ
れました。

全国市議会議長会評議員会

　　　　　議会の大きな役割は２つあります。監査機能と
政策提案機能です。監査機能とは、行政の執行が適切にな
されているかをチェックする機能で、政策提案機能とは、
住民の意見や要望を広く聴き、新たな政策を練り上げたり、
既存の政策の改善を提案する機能です。
　議会がもつ２つの機能が大きく発揮される場面として一
般質問があります。一般質問では、議会の本会議において
所定の質問時間が与えられ、議員が考える地域の課題など
について自分の問題意識や考えを示して、執行機関の見解
を質すことができます。ゆえに、一般質問は、議員の知見
と活動の集約の１つであると言えます。
　研修では、議会の役割、議員・議会にとっての一般質問、
一般質問が機能していない実態、一般質問を機能させるた
めの具体的な方策などについて説明がありました。

質問力を高め議会力にいかす
講師：法政大学法学部教授   土山 希美枝 氏

研修３

概  要

　　　　　　　　　議員は普段、先輩議員から教えてもらったり自分なりに工夫しながら一般質問を作成していますが、よ
り効果的な一般質問の方法を日々、模索しています。そのような試行錯誤を続ける中、一般質問の論点を構造化するなど、
質問の中身を充実させるための具体的で実践可能な方法を知ることができ、実効性多き、実りある研修となりました。

研修を受けて
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第６期南アルプス市議会では令和３年６月に議会改革検討委員会を立ち上げ、３つの班
で検討を重ねてまいりました。各班の取組みにおいて一定の成果が得られましたので
次の段階に進むため、これまでの班を発展的に解消し新たに部会を発足しました。
議会改革の「これまでの取組み」と「これからの取組み」をご報告いたします。

南アルプス市議会改革  Vol.7■ ■特 集

　議会による事務事業評価とは、事務事業の改善を目的に、
議会が、市の行う事務事業を、市民の目線に立って評価する
ことを言います。
　先進事例についての研究を重ね、令和４年度に事務事業評
価を試行的に実施しました。

議会による事務事業評価の
試行的実施

　議長を除く全議員により構成される特別委員会による予算
決算の審査を始めました。
　予算決算特別委員会では、審査をより充実したものにする
ため、決算審査の都度、今後の決算審査の改善に向けた課題
を執行部に対して伝え、改善を図っています。

予算決算審査の充実

　議員間討議とは、議案の審査にあたり、意見の集約と合意
形成を目指すことを目的に議員同士が討議を行うことを言い
ます。
　南アルプス市議会では、これまで何度か試行的に議員間討
議を実施しておりましたが、議員間で目的や実施方法を共有
するため、議員間討議のルールを整備しました。

議員間討議の実施

　代表一般質問や質疑は、通常、議員から答弁者に一方的に
問いかけを行います。しかし、議員側の発言の意図が答弁者
に正確に伝わらないと、質問と答弁がかみ合わなくなってし
まいます。反問とは、答弁者が発言議員に質問・質疑の趣旨
等を明確にするために問い返すことです。
　南アルプス市議会では、質問・質疑における反問権を導入
する方針を決め、そのルールを整備しました。

反問権のルールを整備

　議会にタブレット PC を導入し
ました。
　議会で使用する議案等の資料を
電子データ化することにより、紙
の資料を印刷・配布する必要がな
くなり、資料の作成・配布・閲覧・
保管が容易になりました。

タブレットPCの導入

　議会本会議のYoutube配信を始
めました。
　インターネットの環境さえあれ
ば、いつでもどこでも配信された
本会議の動画を視聴できるように
なりました。

Youtubeを使った動画配信

　合併（平成15年）以後のすべて
の定例会・臨時会の会議録を閲覧・
検索できるようになりました。
　例えば、「男女共同参画」とい
う用語で検索すると、「男女共同
参画」という用語を含むすべての
発言を見ることができます。

会議録検索システムの整備

　LINEをつかった議会情報の発
信を始めました。
　定例会の会期日程、ＣＡＴＶの放
送日程、議会だより発行などをお
知らせしています。最新の情報が、
お手元のスマートフォンなどにす
ぐに届くのでとても便利です。

LINEで情報を発信

２次元コードを読み込
むと、Youtubeで本会
議を視聴できます。
　　　　  ▼

２次元コードを読み込
むと、会議録検索シス
テムの画面に移ります。
　　　　  ▼

２次元コードを読み込
むと、登録画面に移り
ます。
　　　　  ▼

１

７ ８

５ ６

３ ４

２

これまでの取り組み
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議会基本条例部会（委員11名）
部会長／有野 一成　
●議会基本条例の制定を目指す
　議会基本条例とは、議会の理念や果たすべき責務、執行部
との関係性など、議会のあるべき姿を体系立てて定めた条例
です。地方自治において二元代表制の一翼を担う議会のあり
方を明文化したものと言えます。
　南アルプス市議会では議会改革に取り組んでいますが、議
会基本条例はその成果を明文化し、南アルプス市議会が議会
として目指す姿を、市民の皆さまに伝えることにもつながる
と考えています。
　議会基本条例部会では、条例の制定に向けて議会基本条例
の条文の検討等を行っていきます。

議会改革 Vol.7

南アルプス市議会は今後の議会改革の中で、「議会基本条例の制定」と「議会による政策提言」に取り組んでいきた
いと考えています。議会改革検討委員会では、それぞれの課題を検討する組織として以下の２つの部会を設置し、
取組みを進めていきます。

政策提言・議決事項部会（委員10名）
部会長／櫻田 力　　
●「議会による政策提言」のルールを整備
　政策提言とは、「こうあってほしい」という市民の意見や要
望を、政策という形に練り上げて執行機関に提案することを
いいます。
　「議会による政策提言」とは、議会全体で政策を検討・立案
し政策提言を行うことを言います。議会全体で政策を練り上
げることから、より説得力のある政策の立案が期待でき、ま
た議員個人としてではなく、議会が全体として執行機関に対
応を求めることができます。
　政策提言部会では、「議会による政策提言」の実施にむけた
議会での具体的なルール作りなどを行っていきます。

広報部会（委員10名）
部会長／河野 木綿子　
●議会活動を分かりやすく伝える
　広報部会では、議会だよりやホームページ等の媒体を通じ
て、議会に関する情報を市民の皆さまに分かりやすく伝える
活動を行っていきたいと考えています。

議会改革検討委員会における議論の中で、「議会の見える化、市民の
声を市政に反映させる」ためには、その全般を所管する組織が必要で
あるという結論に達しました。今後は、市民の声を広く聴き、議会の
活動を広く伝えるための組織として、広報広聴委員会を設置し、議会
として広報広聴活動を行っていきたいと考えています。

広聴部会（委員10名）
部会長／野中 國幹　　
●市民の皆さまの声を聴く
　広聴部会では、議会の活動内容を伝える議会報告会や、自
治会・各種団体等との意見交換会を実施し、市民の皆さまか
らの声を聴く活動を行っていきたいと考えています。

広報広聴委員会

広報部会 広聴部会

■
議
員
の
辞
職
に
つ
い
て  

　

１
月
31
日
、
名
取
泰
議
員
か
ら
議
長
宛
に
、
南
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市
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議
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り
、
同
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可
し
ま
し
た
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❶

❷

議会だより編集委員会（広報部会）の会議のようす

これからの取り組み
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編集後記
　第95回選抜高校野球大会の最終日。山梨学院優勝！の瞬間、感動と歓喜で

山梨県中が湧き上がった。山梨県勢初出場88年目にして遂に日本一の悲願が

達成された。また、第5回WBCで日本は前回覇者の米国を破り、14年ぶり3度

目の世界一に輝いた。これら快挙は、ここ数年の厳しい社会情勢を忘れさせ

る慶事となった。共通して、選手が個性を発揮し生き生きとプレーが出来た

のも、監督が「人」を活かす手腕で導いたからと感じた。大河ドラマ「どう

する家康」で俳優・阿部寛氏が演じる武田信玄公が独特の雰囲気と迫力で話

題だ。信玄の言葉で「武田節」の一節、「人は石垣、人は城」とある。「人」が

最も重要と改めて世の指導者は肝に銘じて欲しいと思う。

委員長／河野 木綿子　　副委員長／藤田 亜由未
委　員／保坂 健、飯野 多惠子、三枝 守和、斉藤 諭、小林 敏徳
　　　　（村松 三千雄、北村 千代子、小池 伸吾）

議会だより
編集委員会
（広報部会）

みなさんの傍聴を
お待ちしております！

　事前申込不要  委員会も傍聴できます

●第2回定例会の会期予定
　第２回定例会は６月上旬からを予定し
ております。
　具体的な日程については、決まりしだ
い、ホームページ等を通じてお知らせい
たします。

●第１回定例会の傍聴者数：14人
※報道関係者９人は除く

市民から  ひ・と・こ・と
HITOKOTO from the Citizen

　私は６年ほど前から「夢の会」という組織を立ち上げ、現在30代～ 60代までの30名ほどが
会員です。少子高齢化は地域の課題ですが、地域に暮す者の間には「何とかしたい」という声
が少なからずあります。その声を受け止め、具体的な活動を起こすことで少しでも地域活性化
に貢献できればと、花火大会およびテイクアウト企画、運動会や夏祭りへの出店、ゴミ拾い、
休耕田への植栽、ＭＴＢ愛好会との協働等々、さまざまな活動を続けています。しかしながら、
我々にできる草の根活動には限界があります。
　今こそ行政と議会とが、我々のような思いを持ち活動している組織やグループと協働し、よ
り良き南アルプスを創り上げる時です。心から期待しています。

川崎  将人 さん
（地区／平岡）

村松 佐弓 さん
（地区／桃園）

　朝、小学生とすれ違う時 ｢おはようございます。｣　農作業をしていると「こんにちは。｣　子ど
もたちから声をかけられこちらも返事をしますが、ちょっと嬉しくなります。先日、食生活改
善推進員として「生き生きクラブ」へおやつの提供の際､一緒に百歳体操､ 歌､ ゲームをしまし
たが､皆さん元気で若い私達がパワーをもらいました。
　人との関わりが少ない今、貴重な体験かと思いました。
　今の時代子育て､福祉､教育､環境いろいろ問題が多い中ではありますが、議員の皆様が市民
と市政の橋渡し役として活躍していただけることを期待します。
　今後大型商業施設が参入されます｡県外から多くの方が南アルプス市を訪れます。
　その方々がその場だけでなく市内の中の商業､農業施設にも訪れて頂き､南アルプス市の魅力
を発信できることを望みます。

市民から  ひ・と・こ・と 募集中

あなたの意見を『議会だより』で発表してみませんか。
市議会に対する意見や感想をぜひお寄せください。
【300 字以内にまとめてください】

　【提出先】

〒400-0395   南アルプス市小笠原 376 
南アルプス市議会事務局 宛
メール：gikai@city.minami-alps.lg.jp 　
 FAX：055-282-6459


